
一般財団法人高分子研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発の研究を奨励し、高分子科学の発研究を奨励し、高分子科学の発奨励し、高分子科学の発し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発の研究を奨励し、高分子科学の発発

展にに寄与することを目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びすることを奨励し、高分子科学の発目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びとして、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発に関する研究、高分子の基礎並びする研究、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子の研究を奨励し、高分子科学の発基礎並びび

に応用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のに関する研究、高分子の基礎並びする研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発事業を行っている。平成２９年度には以下のを奨励し、高分子科学の発行っている。平成２９年度には以下のっている。平成２９年度には以下の平成２９年度には以下のには以下のの研究を奨励し、高分子科学の発

事業を行っている。平成２９年度には以下のを奨励し、高分子科学の発計画している。している。平成２９年度には以下の

（１） 当研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発研究員による高分子研究の実施による高分子研究の研究を奨励し、高分子科学の発実施

　研究員による高分子研究の実施（研究グループ代表者）代表者）

　　　青島貞人　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　　鬼塚清孝　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　　山口浩靖　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　井上正志　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　橋爪章仁　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　今田勝巳　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　佐藤尚弘　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院理学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　宇山　浩　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院工学の研究を奨励し、高分子科学の発研究科応用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下の化学の研究を奨励し、高分子科学の発専攻教授

　　　中川敦史　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院蛋白質研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発教授

　　　後藤祐児　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院蛋白質研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発教授

　　　栗栖源嗣　　大阪大学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発院蛋白質研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発教授

（各グループ研究計画は次項以降に記載）グループ代表者）研究計画している。は次項以降に記載）に記載）

（２） 自然共生高分子セミナーの研究を奨励し、高分子科学の発開催　随時（年１０回程度には以下の）

世界中から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。の研究を奨励し、高分子科学の発研究を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２９年度には以下のっている高分子研究者を奨励し、高分子科学の発迎え、講演。え、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発講演。平成２９年度には以下の

一般にも公開しており、参加費無料で聴講することができる。公開しており、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発参加費無料で聴講することができる。で聴講することができる。聴講することがで聴講することができる。きる。平成２９年度には以下の

（３） 第２２回産学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発開催　平成２９年６月（予定）

産業を行っている。平成２９年度には以下の界から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。高分子研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発の研究を奨励し、高分子科学の発最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。の研究を奨励し、高分子科学の発お話を聴くと同時に、大学の研究者を奨励し、高分子科学の発聴くと同時に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発大学の研究を奨励し、高分子科学の発の研究を奨励し、高分子科学の発研究者

から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。も公開しており、参加費無料で聴講することができる。最近の研究について講演し、お互いにディスカッションをする。の研究を奨励し、高分子科学の発研究について講演し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発お互いにディスカッションをする。いにディスカッションをする。を奨励し、高分子科学の発する。平成２９年度には以下の

一般にも公開しており、参加費無料で聴講することができる。公開している。平成２９年度には以下の

（４） 講演会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発開催　平成３０年３月（予定）

大学の研究を奨励し、高分子科学の発・企業を行っている。平成２９年度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発研究者から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発最新の研究について講演。産学間で議論するの研究を奨励し、高分子科学の発研究について講演。平成２９年度には以下の産学の研究を奨励し、高分子科学の発間で議論するで聴講することができる。議論するする。平成２９年度には以下の

一般にも公開しており、参加費無料で聴講することができる。公開している。平成２９年度には以下の



（１）制御カチオン重合による精密な構造を有するポリマーの合成カチオンをする。重合による精密な構造を有するポリマーの合成による精密な構造を有するポリマーの合成な構造を有するポリマーの合成構造を有するポリマーの合成を奨励し、高分子科学の発有するポリマーの合成するポリマーの研究を奨励し、高分子科学の発合による精密な構造を有するポリマーの合成成

（阪大院理）青島 貞人、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発金澤 有するポリマーの合成紘

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び・計画している。】

　我々はこれまで、リビングカチオン重合により刺激応答性など様々な機能性はこれまで聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発リビンをする。グカチオンをする。重合による精密な構造を有するポリマーの合成により刺激応答性など様々な機能性な構造を有するポリマーの合成ど様々な機能性様々はこれまで、リビングカチオン重合により刺激応答性など様々な機能性な構造を有するポリマーの合成機能性など様々な機能性

を奨励し、高分子科学の発有するポリマーの合成するポリマーを奨励し、高分子科学の発合による精密な構造を有するポリマーの合成成してきた。平成２９年度には以下の今年度には以下のは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発従来のカチオン重合では困難での研究を奨励し、高分子科学の発カチオンをする。重合による精密な構造を有するポリマーの合成で聴講することができる。は困難でで聴講することができる。

あった、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高い立体特異性など様々な機能性の研究を奨励し、高分子科学の発リビンをする。グ重合による精密な構造を有するポリマーの合成、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発シークエンをする。ス制御カチオン重合による精密な構造を有するポリマーの合成、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発金属・無機ナノ

微粒子の研究を奨励し、高分子科学の発新の研究について講演。産学間で議論する規配列などを検討する。たとえば、新たに考案した開始剤系によりな構造を有するポリマーの合成ど様々な機能性を奨励し、高分子科学の発検討する。たとえば、新たに考案した開始剤系によりする。平成２９年度には以下のたとえば、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発新の研究について講演。産学間で議論するたに考案した開始剤系によりした開始剤系によりにより

N-ビニルカルバゾールの研究を奨励し、高分子科学の発重合による精密な構造を有するポリマーの合成において、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発リビンをする。グ型でかつ高い立体規則性ので聴講することができる。かつ高い立体規則性など様々な機能性の研究を奨励し、高分子科学の発重

合による精密な構造を有するポリマーの合成系によりを奨励し、高分子科学の発開発する。平成２９年度には以下のまた、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発セグメンをする。ト長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリ長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリや枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリ枝間で議論する隔の明確なポリ乳酸グラフトポリの研究を奨励し、高分子科学の発明確なポリ乳酸グラフトポリな構造を有するポリマーの合成ポリ乳酸グラフトポリグラフト長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリポリ

マー、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発Diels-Alder反応な構造を有するポリマーの合成ど様々な機能性との研究を奨励し、高分子科学の発タンをする。デム重合、重合による精密な構造を有するポリマーの合成、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発精密な構造を有するポリマーの合成合による精密な構造を有するポリマーの合成成された高分子テンをする。プ代表者）

レート長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリによる無機・金属ナノ微粒子の研究を奨励し、高分子科学の発配列などを検討する。たとえば、新たに考案した開始剤系により制御カチオン重合による精密な構造を有するポリマーの合成等の事業を行っている。平成２９年度には以下のを奨励し、高分子科学の発検討する。たとえば、新たに考案した開始剤系によりする。平成２９年度には以下の

（２）金属蛋白質活性など様々な機能性部位の特異な疎水的環境に関する研究の研究を奨励し、高分子科学の発特異な構造を有するポリマーの合成疎水的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び環境に関する研究に関する研究、高分子の基礎並びする研究

（阪大院理）鬼塚清孝、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発岡村高明、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発神林直哉

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】高機能高分子錯体で聴講することができる。ある金属蛋白質は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発水中で聴講することができる。あっても公開しており、参加費無料で聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発その研究を奨励し、高分子科学の発活性など様々な機能性中

心を疎水的環境にすることで、水素結合のような弱い相互作用を効果的に保ちを奨励し、高分子科学の発疎水的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び環境に関する研究にすることで聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発水素結合による精密な構造を有するポリマーの合成の研究を奨励し、高分子科学の発ような構造を有するポリマーの合成弱い相互作用を効果的に保ちい相互いにディスカッションをする。作用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のを奨励し、高分子科学の発効果的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びに保ちち

活性など様々な機能性な構造を有するポリマーの合成準安定構造を有するポリマーの合成を奨励し、高分子科学の発維持している。近年の結晶構造解析技術の向上は、窒素固している。平成２９年度には以下の近の研究について講演し、お互いにディスカッションをする。年の研究を奨励し、高分子科学の発結晶構造を有するポリマーの合成解析技術の向上は、窒素固の研究を奨励し、高分子科学の発向上は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発窒素固

定を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２９年度には以下のうニト長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリロゲナーゼに見られるような特異なクラスター構造を明らかにすに見られるような特異なクラスター構造を明らかにすら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れるような構造を有するポリマーの合成特異な構造を有するポリマーの合成クラスター構造を有するポリマーの合成を奨励し、高分子科学の発明ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。かにす

るととも公開しており、参加費無料で聴講することができる。に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発フェレドキシンをする。の研究を奨励し、高分子科学の発ような構造を有するポリマーの合成古くから知られている構造については、くから最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。知られている構造については、ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れている構造を有するポリマーの合成については、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発

低分子化合による精密な構造を有するポリマーの合成物に匹敵または凌駕する高分解能解析を達成している。しかし、構に匹敵または凌駕する高分解能解析を達成している。しかし、構または凌駕する高分解能解析を達成している。しかし、構する高分解能解析を奨励し、高分子科学の発達成している。平成２９年度には以下のしかし、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発構

造を有するポリマーの合成が決定されても公開しており、参加費無料で聴講することができる。高い反応性など様々な機能性や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリ物に匹敵または凌駕する高分解能解析を達成している。しかし、構性など様々な機能性の研究を奨励し、高分子科学の発起源の研究を奨励し、高分子科学の発決定や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリ詳細な反応機構の解明にはな構造を有するポリマーの合成反応機構の研究を奨励し、高分子科学の発解明には

至らず、理論計算やモデルを用いた基礎的研究が必須である。本研究は、金属ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。ず、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発理論する計算やモデルを用いた基礎的研究が必須である。本研究は、金属や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリモデルを奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のいた基礎的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び研究が必須である。本研究は、金属で聴講することができる。ある。平成２９年度には以下の本研究は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発金属



蛋白質中の研究を奨励し、高分子科学の発疎水的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び空間で議論する、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発立体障害、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発水素結合による精密な構造を有するポリマーの合成な構造を有するポリマーの合成ど様々な機能性の研究を奨励し、高分子科学の発要素を奨励し、高分子科学の発抽出、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発再現したモデしたモデ

ル錯体を奨励し、高分子科学の発合による精密な構造を有するポリマーの合成成し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発金属蛋白質の研究を奨励し、高分子科学の発高機能の研究を奨励し、高分子科学の発起源や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリ活性など様々な機能性制御カチオン重合による精密な構造を有するポリマーの合成機構を奨励し、高分子科学の発明ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。かにする事

を奨励し、高分子科学の発目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びとする。平成２９年度には以下の

【計画している。】次年度には以下のは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発非常に嵩高い疎水基と分子内に嵩高い疎水基と分子内 NH…S水素結合による精密な構造を有するポリマーの合成を奨励し、高分子科学の発併せ持つ配せ持つ配持している。近年の結晶構造解析技術の向上は、窒素固つ配

位の特異な疎水的環境に関する研究子を奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のいて鉄－硫黄クラスター及びモリブデン・タングステン酵素モデル錯クラスター及びモリブデン・タングステン酵素モデル錯びモリブデンをする。・タンをする。グステンをする。酵素モデル錯

体の研究を奨励し、高分子科学の発合による精密な構造を有するポリマーの合成成を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２９年度には以下のい、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発非極性など様々な機能性溶媒中で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発物に匹敵または凌駕する高分解能解析を達成している。しかし、構性など様々な機能性、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発反応性など様々な機能性を奨励し、高分子科学の発調べ、金属蛋白質活性部位べ、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発金属蛋白質活性など様々な機能性部位の特異な疎水的環境に関する研究

の研究を奨励し、高分子科学の発反応性など様々な機能性制御カチオン重合による精密な構造を有するポリマーの合成機構を奨励し、高分子科学の発明ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。かにする。平成２９年度には以下の特に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ニト長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリロゲナーゼに見られるような特異なクラスター構造を明らかにす内の研究を奨励し、高分子科学の発 FeMoコファク

ター（Mクラスター）、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発Pクラスターな構造を有するポリマーの合成ど様々な機能性特異な構造を有するポリマーの合成クラスターや枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリモリブデンをする。酵素

で聴講することができる。あるキサンをする。チンをする。オキシダーゼに見られるような特異なクラスター構造を明らかにす、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発亜硫酸グラフトポリオキシダーゼに見られるような特異なクラスター構造を明らかにすモデル錯体の研究を奨励し、高分子科学の発合による精密な構造を有するポリマーの合成成に重点

を奨励し、高分子科学の発置いて研究を進める。いて研究を奨励し、高分子科学の発進める。める。平成２９年度には以下の

（３）分子認識に基づく機能性超分子材料・システムの創製に基づく機能性など様々な機能性超分子材料で聴講することができる。・システム重合、の研究を奨励し、高分子科学の発創製

（超分子機能化学の研究を奨励し、高分子科学の発研究室）山口浩靖・高島義徳

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】本研究で聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発分子認識に基づく機能性超分子材料・システムの創製を奨励し、高分子科学の発介して特定の分子間で複合体を形成させたりして特定の研究を奨励し、高分子科学の発分子間で議論するで聴講することができる。複合による精密な構造を有するポリマーの合成体を奨励し、高分子科学の発形成させ持つ配たり

材料で聴講することができる。構成ユニット長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリを奨励し、高分子科学の発ホスト長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリ－ゲスト長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリ相互いにディスカッションをする。作用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下の等の事業を行っている。平成２９年度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発可逆的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな構造を有するポリマーの合成結合による精密な構造を有するポリマーの合成を奨励し、高分子科学の発介して特定の分子間で複合体を形成させたりして自己組

織化させ持つ配たりすることで聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発特異な構造を有するポリマーの合成化学の研究を奨励し、高分子科学の発反応を奨励し、高分子科学の発起こす、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発あるいは外部刺激に応じ

て変形・修復するような超分子材料を創製する。するような構造を有するポリマーの合成超分子材料で聴講することができる。を奨励し、高分子科学の発創製する。平成２９年度には以下の

【計画している。】分子認識に基づく機能性超分子材料・システムの創製素子としてシクロデキスト長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリリンをする。や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリモノクローナル抗体を奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のい

る。平成２９年度には以下のシクロデキスト長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリリンをする。と対応するゲスト長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリ分子との研究を奨励し、高分子科学の発特異的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな構造を有するポリマーの合成相互いにディスカッションをする。作用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のにより形

成される可逆的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな構造を有するポリマーの合成結合による精密な構造を有するポリマーの合成を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のして超分子ソフト長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリマテリアルを奨励し、高分子科学の発創製する。平成２９年度には以下のホスト長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリ

－ゲスト長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリ相互いにディスカッションをする。作用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発みな構造を有するポリマーの合成ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。ず、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発水素結合による精密な構造を有するポリマーの合成や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリ電荷移動錯体を奨励し、高分子科学の発形成するユニット長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリを奨励し、高分子科学の発

高分子に導入し、これらの自己組織化によりもたらされる機能を探求する。まし、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発これら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。の研究を奨励し、高分子科学の発自己組織化によりも公開しており、参加費無料で聴講することができる。たら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。される機能を奨励し、高分子科学の発探求する。まする。平成２９年度には以下のま

た、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発新の研究について講演。産学間で議論する規キラル化合による精密な構造を有するポリマーの合成物に匹敵または凌駕する高分解能解析を達成している。しかし、構や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリ光学の研究を奨励し、高分子科学の発活性など様々な機能性を奨励し、高分子科学の発有するポリマーの合成する遷移金属錯体に結合による精密な構造を有するポリマーの合成するモノクロー



ナル抗体を奨励し、高分子科学の発作製し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発簡便な光学分割法を確立するとともに、抗原－抗体反応にな構造を有するポリマーの合成光学の研究を奨励し、高分子科学の発分割法を奨励し、高分子科学の発確なポリ乳酸グラフトポリ立するととも公開しており、参加費無料で聴講することができる。に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発抗原－抗体反応に

よって形成される特異な構造を有するポリマーの合成環境に関する研究を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のして新の研究について講演。産学間で議論するたな構造を有するポリマーの合成エネルギー変換・触媒システム重合、

を奨励し、高分子科学の発構築する。する。平成２９年度には以下の

（４） 高分子化イオンをする。液体を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のした新の研究について講演。産学間で議論する規規則材料で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発開発

（阪大院理）井上正志、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発浦川　理，方島拓弥

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】高分子化イオンをする。液体は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発イオンをする。液体構造を有するポリマーの合成を奨励し、高分子科学の発持している。近年の結晶構造解析技術の向上は、窒素固つモノマーを奨励し、高分子科学の発重合による精密な構造を有するポリマーの合成したも公開しており、参加費無料で聴講することができる。

の研究を奨励し、高分子科学の発で聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発イオンをする。液体の研究を奨励し、高分子科学の発持している。近年の結晶構造解析技術の向上は、窒素固つ高い電気伝導性など様々な機能性と、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子が持している。近年の結晶構造解析技術の向上は、窒素固つ熱可塑性など様々な機能性、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発成形性など様々な機能性を奨励し、高分子科学の発

合による精密な構造を有するポリマーの合成わせ持つ配持している。近年の結晶構造解析技術の向上は、窒素固つ材料で聴講することができる。で聴講することができる。ある。平成２９年度には以下の最近の研究について講演し、お互いにディスカッションをする。の研究を奨励し、高分子科学の発研究から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ポリカチオンをする。型でかつ高い立体規則性のの研究を奨励し、高分子科学の発高分子化イオンをする。液

体に大きな構造を有するポリマーの合成アニオンをする。を奨励し、高分子科学の発組み合による精密な構造を有するポリマーの合成わせ持つ配ると、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ガラス転移温度には以下の以上の研究を奨励し、高分子科学の発温度には以下の域においてにおいて

も公開しており、参加費無料で聴講することができる。弾性など様々な機能性率がが 108Pa程度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発安定な構造を有するポリマーの合成秩序構造を有するポリマーの合成を奨励し、高分子科学の発示すことがわかった。すことがわかった。平成２９年度には以下の

【計画している。】本研究で聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発上記規則構造を有するポリマーの合成の研究を奨励し、高分子科学の発詳細な反応機構の解明にはを奨励し、高分子科学の発解明するために、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発延伸した材料をした材料で聴講することができる。を奨励し、高分子科学の発

準備し、アニオンサイズと力学物性および誘電特性、さらに構造パラメーターし、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発アニオンをする。サイズと力学物性および誘電特性、さらに構造パラメーターと力学の研究を奨励し、高分子科学の発物に匹敵または凌駕する高分解能解析を達成している。しかし、構性など様々な機能性および誘電特性など様々な機能性、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発さら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。に構造を有するポリマーの合成パラメーター

との研究を奨励し、高分子科学の発相関する研究、高分子の基礎並びについて明ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。かにする。平成２９年度には以下の

（５）精密な構造を有するポリマーの合成高分子を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のした高分子性など様々な機能性の研究を奨励し、高分子科学の発理解と高性など様々な機能性能高分子の研究を奨励し、高分子科学の発創製

（阪大院理）橋爪 章仁

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】われわれは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子が重要な構造を有するポリマーの合成役割を奨励し、高分子科学の発担っている理由を詳細に解明するっている理由を詳細に解明するを奨励し、高分子科学の発詳細な反応機構の解明にはに解明する

ことを奨励し、高分子科学の発目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びとし、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発独自に設計、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発合による精密な構造を有するポリマーの合成成した精密な構造を有するポリマーの合成高分子を奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のいて高分子の研究を奨励し、高分子科学の発本質（高

分子性など様々な機能性）の研究を奨励し、高分子科学の発理解を奨励し、高分子科学の発目指している。また、高分子性を利用したしている。平成２９年度には以下のまた、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発高分子性など様々な機能性を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のした高性など様々な機能性能高分子の研究を奨励し、高分子科学の発開

発も公開しており、参加費無料で聴講することができる。目指している。また、高分子性を利用したしている。平成２９年度には以下のわれわれはアジドとアルキンをする。の研究を奨励し、高分子科学の発両方を奨励し、高分子科学の発有するポリマーの合成する化合による精密な構造を有するポリマーの合成物に匹敵または凌駕する高分解能解析を達成している。しかし、構を奨励し、高分子科学の発モノ



マーとして、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発銅(I)I))触媒アジド・アルキンをする。環化付加 (I)CuAAC) 重合による精密な構造を有するポリマーの合成することによ

り、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発主鎖中に高密な構造を有するポリマーの合成度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発ト長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリリアゾール環を奨励し、高分子科学の発有するポリマーの合成する新の研究について講演。産学間で議論する規高分子を奨励し、高分子科学の発開発してきた。平成２９年度には以下の平

成 29年度には以下のは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発平成 28年度には以下のに合による精密な構造を有するポリマーの合成成した蛍光性など様々な機能性ブロックコポリマーの研究を奨励し、高分子科学の発特性など様々な機能性を奨励し、高分子科学の発調べ、金属蛋白質活性部位査

するととも公開しており、参加費無料で聴講することができる。に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発特定の研究を奨励し、高分子科学の発モノマー連鎖を奨励し、高分子科学の発有するポリマーの合成する精密な構造を有するポリマーの合成高分子の研究を奨励し、高分子科学の発開発を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２９年度には以下のう。平成２９年度には以下の

【計画している。】3-アジド-1-プ代表者）ロピンをする。 (I)AP) の研究を奨励し、高分子科学の発 CuAAC重合による精密な構造を有するポリマーの合成によって得られるポリエチら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れるポリエチ

レンをする。グリコールと APの研究を奨励し、高分子科学の発ブロックコポリマーは蛍光を奨励し、高分子科学の発発する。平成２９年度には以下のわれわれは異な構造を有するポリマーの合成る

ブロック鎖長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリを奨励し、高分子科学の発有するポリマーの合成するブロックコポリマーを奨励し、高分子科学の発合による精密な構造を有するポリマーの合成成した。平成２９年度には以下の平成 29年度には以下のは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発種々はこれまで、リビングカチオン重合により刺激応答性など様々な機能性の研究を奨励し、高分子科学の発

溶媒中で聴講することができる。ブロックコポリマーを奨励し、高分子科学の発特性など様々な機能性決定し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発この研究を奨励し、高分子科学の発ブロックコポリマーの研究を奨励し、高分子科学の発蛍光メ

カニズと力学物性および誘電特性、さらに構造パラメーターム重合、を奨励し、高分子科学の発解明する。平成２９年度には以下のまた、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発側鎖の研究を奨励し、高分子科学の発異な構造を有するポリマーの合成るモノマーを奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のいて、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発CuAAC重合による精密な構造を有するポリマーの合成を奨励し、高分子科学の発逐

次的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びに行っている。平成２９年度には以下のうことにより、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発特定の研究を奨励し、高分子科学の発モノマー連鎖を奨励し、高分子科学の発有するポリマーの合成する精密な構造を有するポリマーの合成高分子の研究を奨励し、高分子科学の発合による精密な構造を有するポリマーの合成成を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２９年度には以下のう。平成２９年度には以下の

（６）べん毛モーターの回転子および固定子の構造解析毛モーターの回転子および固定子の構造解析モーターの研究を奨励し、高分子科学の発回転子および固定子の研究を奨励し、高分子科学の発構造を有するポリマーの合成解析
（阪大院理）今田勝巳、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発金子文俊、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発川口辰也

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】細な反応機構の解明には菌べん毛モーターは、細胞内外のプロトンまたはナトリウムイオンべん毛モーターの回転子および固定子の構造解析毛モーターの回転子および固定子の構造解析モーターは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発細な反応機構の解明には胞内外の研究を奨励し、高分子科学の発プ代表者）ロト長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリンをする。またはナト長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリリウム重合、イオンをする。

の研究を奨励し、高分子科学の発濃度には以下のさを奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のして回転する。平成２９年度には以下の具体的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びには、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発固定子ユニット長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリ中の研究を奨励し、高分子科学の発イオンをする。チャネ

ルを奨励し、高分子科学の発イオンをする。が通過する際に生じる固定子と回転子の相互作用により回転するする際に生じる固定子と回転子の相互作用により回転するに生じる固定子と回転子の研究を奨励し、高分子科学の発相互いにディスカッションをする。作用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のにより回転する。平成２９年度には以下の

これまで聴講することができる。に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発グラム重合、陰性など様々な機能性菌べん毛モーターは、細胞内外のプロトンまたはナトリウムイオンの研究を奨励し、高分子科学の発固定子の研究を奨励し、高分子科学の発固定に働く蛋白質、固定子と相互作用すく蛋白質、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発固定子と相互いにディスカッションをする。作用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のす

る回転子蛋白質 FliGの研究を奨励し、高分子科学の発構造を有するポリマーの合成を奨励し、高分子科学の発明ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。かにした。平成２９年度には以下のそこで聴講することができる。今年度には以下のは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発膜の構造が全くの研究を奨励し、高分子科学の発構造を有するポリマーの合成が全くく

異な構造を有するポリマーの合成るグラム重合、陽性など様々な機能性菌べん毛モーターは、細胞内外のプロトンまたはナトリウムイオン由を詳細に解明する来のカチオン重合では困難での研究を奨励し、高分子科学の発固定子固定に働く蛋白質、固定子と相互作用すく蛋白質 MotSと、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発回転子の研究を奨励し、高分子科学の発主要部を奨励し、高分子科学の発

構成する FliFの研究を奨励し、高分子科学の発コア領域においての研究を奨励し、高分子科学の発構造を有するポリマーの合成解析に取り組む。り組む。平成２９年度には以下の

【計画している。】MotSおよび FliFの研究を奨励し、高分子科学の発さまざまな構造を有するポリマーの合成フラグメンをする。ト長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリを奨励し、高分子科学の発発現したモデする系によりを奨励し、高分子科学の発構築する。し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発

精製・結晶化を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２９年度には以下のう。平成２９年度には以下の結晶作成に成功したものから構造解析へ進めると共に、したも公開しており、参加費無料で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。構造を有するポリマーの合成解析へ進めると共に、進める。めると共に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発

各グループ研究計画は次項以降に記載）フラグメンをする。ト長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリが集合による精密な構造を有するポリマーの合成体を奨励し、高分子科学の発形成する条件を電子顕微鏡、を奨励し、高分子科学の発電子顕微鏡、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発SEC、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発光散乱法等の事業を行っている。平成２９年度には以下のを奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下の



いて明ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。かにする。平成２９年度には以下の

（７）タンをする。パク質-界面活性など様々な機能性剤複合による精密な構造を有するポリマーの合成体の研究を奨励し、高分子科学の発構造を有するポリマーの合成解析

（阪大院理）佐藤尚弘、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発寺尾　憲

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】球状タンパク質と界面活性剤との相互作用は、細胞膜中の膜たんぱくタンをする。パク質と界面活性など様々な機能性剤との研究を奨励し、高分子科学の発相互いにディスカッションをする。作用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発細な反応機構の解明には胞膜の構造が全く中の研究を奨励し、高分子科学の発膜の構造が全くたん毛モーターの回転子および固定子の構造解析ぱく

質の研究を奨励し、高分子科学の発研究や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリ、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発タンをする。パク質の研究を奨励し、高分子科学の発分子測定に用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のいら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れるドデシル硫酸グラフトポリナト長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリリウム重合、-ポリ

アクリルアミドゲル電気泳動法（SDS-PAGE）の研究を奨励し、高分子科学の発基礎として、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発タンをする。パク質化学の研究を奨励し、高分子科学の発

において重要で聴講することができる。あるが、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発その研究を奨励し、高分子科学の発水溶液中で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発相互いにディスカッションをする。作用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発仕方の研究を奨励し、高分子科学の発詳細な反応機構の解明にはおよび相互いにディスカッションをする。作

用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のに伴う球状タンパク質の構造変化については、まだ十分には理解されていなう球状タンパク質と界面活性剤との相互作用は、細胞膜中の膜たんぱくタンをする。パク質の研究を奨励し、高分子科学の発構造を有するポリマーの合成変化については、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発まだ十分には理解されていな十分には理解されていな構造を有するポリマーの合成

い。平成２９年度には以下のこれは、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発水溶液中に複数成分が解離-会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下の合による精密な構造を有するポリマーの合成平衡をしながら共存し、その組成を奨励し、高分子科学の発しな構造を有するポリマーの合成がら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。共存し、その組成し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発その研究を奨励し、高分子科学の発組成

が溶液濃度には以下のに著しく依存するため、構造研究を行いにくいためである。しく依存し、その組成するため、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発構造を有するポリマーの合成研究を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２９年度には以下のいにくいためで聴講することができる。ある。平成２９年度には以下の本研究

で聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発光・Ｘ線散乱法、キャピラリー電気泳動法、円二色性などを同じ濃度範線散乱法、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発キャピラリー電気泳動法、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発円二色性など様々な機能性な構造を有するポリマーの合成ど様々な機能性を奨励し、高分子科学の発同じ濃度には以下の範

囲で行い、水溶液中でのタンパク質で聴講することができる。行っている。平成２９年度には以下のい、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発水溶液中で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発タンをする。パク質-界面活性など様々な機能性剤複合による精密な構造を有するポリマーの合成体の研究を奨励し、高分子科学の発構造を有するポリマーの合成特性など様々な機能性化を奨励し、高分子科学の発試みる。みる。平成２９年度には以下の

【計画している。】本研究で聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発牛乳の研究を奨励し、高分子科学の発主成分で聴講することができる。ある球状タンパク質と界面活性剤との相互作用は、細胞膜中の膜たんぱくタンをする。パク質β-ラクト長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリグロブリ

ンをする。（BLG）とアニオンをする。性など様々な機能性界面活性など様々な機能性剤ドデシル硫酸グラフトポリナト長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリリウム重合、（SD）を奨励し、高分子科学の発水溶液中

で聴講することができる。混合による精密な構造を有するポリマーの合成し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発静的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び・動的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び・電気泳動光散乱、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発小角Ｘ線散乱、Ｘ線散乱法、キャピラリー電気泳動法、円二色性などを同じ濃度範線散乱、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発キャピラリー電気泳

動、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発円二色性など様々な機能性の研究を奨励し、高分子科学の発各グループ研究計画は次項以降に記載）測定を奨励し、高分子科学の発同じ濃度には以下の範囲で行い、水溶液中でのタンパク質で聴講することができる。行っている。平成２９年度には以下のう。平成２９年度には以下の得られるポリエチら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れた結果より、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発水溶液中に

存し、その組成在する単独のする単独の研究を奨励し、高分子科学の発 BLGと SDS、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発BLGと SDSの研究を奨励し、高分子科学の発複合による精密な構造を有するポリマーの合成体、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発および SDSの研究を奨励し、高分子科学の発ミセルの研究を奨励し、高分子科学の発各グループ研究計画は次項以降に記載）

成分の研究を奨励し、高分子科学の発組成を奨励し、高分子科学の発 BLGと SDSの研究を奨励し、高分子科学の発濃度には以下のの研究を奨励し、高分子科学の発関する研究、高分子の基礎並び数として決定し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発その研究を奨励し、高分子科学の発組成情報を用いてを奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のいて、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発

散乱実験結果を奨励し、高分子科学の発解析する。平成２９年度には以下の

（８）ナノセルロースを奨励し、高分子科学の発基盤とする機能材料の開発とする機能材料で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発開発



（阪大院工）宇山　浩、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発麻生隆彬、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発辻本　敬

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】酢酸グラフトポリ菌べん毛モーターは、細胞内外のプロトンまたはナトリウムイオンが産出するバクテリアセルロース（BC）はハイドロゲルとして

得られるポリエチら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れる。平成２９年度には以下のBCゲルは面方向においてはナノファイバーの研究を奨励し、高分子科学の発ネット長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリワーク構造を有するポリマーの合成を奨励し、高分子科学の発

有するポリマーの合成するが、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発厚み方向み方向にはミクロンをする。サイズと力学物性および誘電特性、さらに構造パラメーターの研究を奨励し、高分子科学の発層状タンパク質と界面活性剤との相互作用は、細胞膜中の膜たんぱく構造を有するポリマーの合成を奨励し、高分子科学の発も公開しており、参加費無料で聴講することができる。つという異方性など様々な機能性を奨励し、高分子科学の発有するポリマーの合成し

ている。平成２９年度には以下の本研究で聴講することができる。はこの研究を奨励し、高分子科学の発特異な構造を有するポリマーの合成構造を有するポリマーの合成を奨励し、高分子科学の発活かした機能材料で聴講することができる。として、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発親水性など様々な機能性ポリ

マーとの研究を奨励し、高分子科学の発複合による精密な構造を有するポリマーの合成化による異方な構造を有するポリマーの合成膨潤－収縮挙動を奨励し、高分子科学の発有するポリマーの合成する材料で聴講することができる。の研究を奨励し、高分子科学の発開発を奨励し、高分子科学の発目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びとする。平成２９年度には以下の

【計画している。】本年度には以下のは BCの研究を奨励し、高分子科学の発層状タンパク質と界面活性剤との相互作用は、細胞膜中の膜たんぱく構造を有するポリマーの合成に着目し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発その研究を奨励し、高分子科学の発層間で議論するに高吸水性など様々な機能性材料で聴講することができる。で聴講することができる。ある架

橋ポリアクリル酸グラフトポリナト長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリリウム重合、塩を複合化することで、一次元的に膨潤－収縮すを奨励し、高分子科学の発複合による精密な構造を有するポリマーの合成化することで聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発一次元的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びに膨潤－収縮す

るナノコンをする。ポジット長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリシート長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリを奨励し、高分子科学の発開発する。平成２９年度には以下の複合による精密な構造を有するポリマーの合成化条件を電子顕微鏡、を奨励し、高分子科学の発最適化し、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発一次元膨潤－

収縮挙動に及びモリブデン・タングステン酵素モデル錯ぼす影響を検証する。温度応答性、膨潤における塩の影響、繰りを奨励し、高分子科学の発検証する。温度応答性、膨潤における塩の影響、繰りする。平成２９年度には以下の温度には以下の応答性など様々な機能性、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発膨潤における塩を複合化することで、一次元的に膨潤－収縮すの研究を奨励し、高分子科学の発影響を検証する。温度応答性、膨潤における塩の影響、繰り、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発繰りり

返し使用等を調べる。また、架橋ポリアクリル酸ナトリウム塩以外の親水性ポし使用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下の等の事業を行っている。平成２９年度には以下のを奨励し、高分子科学の発調べ、金属蛋白質活性部位べる。平成２９年度には以下のまた、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発架橋ポリアクリル酸グラフトポリナト長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリリウム重合、塩を複合化することで、一次元的に膨潤－収縮す以外の研究を奨励し、高分子科学の発親水性など様々な機能性ポ

リマーとの研究を奨励し、高分子科学の発複合による精密な構造を有するポリマーの合成化も公開しており、参加費無料で聴講することができる。併せ持つ配せ持つ配て検討する。たとえば、新たに考案した開始剤系によりする。平成２９年度には以下の

（９）巨大な構造を有するポリマーの合成生体超分子複合による精密な構造を有するポリマーの合成体の研究を奨励し、高分子科学の発原子構造を有するポリマーの合成決定に関する研究、高分子の基礎並びする研究

（阪大蛋白研）中川敦史、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発鈴木守、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発山下の栄樹、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発東浦彰史

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】Ｘ線散乱法、キャピラリー電気泳動法、円二色性などを同じ濃度範線結晶構造を有するポリマーの合成解析は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白質な構造を有するポリマーの合成ど様々な機能性の研究を奨励し、高分子科学の発生体高分子や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリウイルスな構造を有するポリマーの合成ど様々な機能性の研究を奨励し、高分子科学の発巨大

な構造を有するポリマーの合成生体超分子複合による精密な構造を有するポリマーの合成体の研究を奨励し、高分子科学の発構造を有するポリマーの合成解析の研究を奨励し、高分子科学の発ための研究を奨励し、高分子科学の発強力な構造を有するポリマーの合成手法で聴講することができる。ある。平成２９年度には以下のSPring-8の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白研

ビーム重合、ラインをする。（BL44XU）の研究を奨励し、高分子科学の発高度には以下の化とビーム重合、ラインをする。を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のした技術の向上は、窒素固開発を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２９年度には以下のい、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発

その研究を奨励し、高分子科学の発成果を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のして、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白質や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリ生体超分子複合による精密な構造を有するポリマーの合成体の研究を奨励し、高分子科学の発構造を有するポリマーの合成生物に匹敵または凌駕する高分解能解析を達成している。しかし、構学の研究を奨励し、高分子科学の発研究を奨励し、高分子科学の発進める。める。平成２９年度には以下の

さら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発Ｘ線散乱法、キャピラリー電気泳動法、円二色性などを同じ濃度範線自由を詳細に解明する電子レーザーを奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のしてウイルスの研究を奨励し、高分子科学の発構造を有するポリマーの合成解析を奨励し、高分子科学の発目指している。また、高分子性を利用したしたコ

ヒーレンをする。ト長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリＸ線散乱法、キャピラリー電気泳動法、円二色性などを同じ濃度範線回折イメージング法の開発を行う。また，クライオ電子顕微鏡イメージンをする。グ法の研究を奨励し、高分子科学の発開発を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２９年度には以下のう。平成２９年度には以下のまた，クライオ電子顕微鏡

を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のした構造を有するポリマーの合成解析を奨励し、高分子科学の発進める。める。平成２９年度には以下の



【計画している。】SPring-8の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白研ビーム重合、ラインをする。（BL44XU）の研究を奨励し、高分子科学の発高度には以下の化とビーム重合、ラインをする。を奨励し、高分子科学の発

利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のしたＸ線散乱法、キャピラリー電気泳動法、円二色性などを同じ濃度範線結晶構造を有するポリマーの合成解析法に関する研究、高分子の基礎並びする技術の向上は、窒素固開発や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリＸ線散乱法、キャピラリー電気泳動法、円二色性などを同じ濃度範線自由を詳細に解明する電子レーザーを奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下の

したＸ線散乱法、キャピラリー電気泳動法、円二色性などを同じ濃度範線単粒子解析法の研究を奨励し、高分子科学の発開発を奨励し、高分子科学の発進める。める。平成２９年度には以下のこれら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。の研究を奨励し、高分子科学の発技術の向上は、窒素固を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のして、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発イネ萎縮ウ

イルス（RDV）とその研究を奨励し、高分子科学の発関する研究、高分子の基礎並び連蛋白質、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発SFTSウイルス関する研究、高分子の基礎並び連蛋白質、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発薬剤排出蛋白質

複合による精密な構造を有するポリマーの合成体な構造を有するポリマーの合成ど様々な機能性の研究を奨励し、高分子科学の発構造を有するポリマーの合成解析を奨励し、高分子科学の発進める。める。平成２９年度には以下のさら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。に、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発クライオ電子顕微鏡を奨励し、高分子科学の発利用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のした生体

超分子複合による精密な構造を有するポリマーの合成体の研究を奨励し、高分子科学の発構造を有するポリマーの合成解析を奨励し、高分子科学の発進める。める。平成２９年度には以下の

（１０）蛋白質の研究を奨励し、高分子科学の発フォールディンをする。グとミスフォールディンをする。グ

　　　　　　　　　（蛋白質研究所は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発）後藤祐児、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発Lee, Young-Ho、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発宗　正智

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】蛋白質はアミノ酸グラフトポリが連な構造を有するポリマーの合成った鎖状タンパク質と界面活性剤との相互作用は、細胞膜中の膜たんぱくの研究を奨励し、高分子科学の発高分子で聴講することができる。あり、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発基本的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びには水に難で

溶性など様々な機能性で聴講することができる。ある。平成２９年度には以下の進める。化の研究を奨励し、高分子科学の発過する際に生じる固定子と回転子の相互作用により回転する程で聴講することができる。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発コンをする。パクト長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリな構造を有するポリマーの合成立体構造を有するポリマーの合成にフォールディンをする。グして溶

解性など様々な機能性を奨励し、高分子科学の発高めると共に特異的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな構造を有するポリマーの合成機能を奨励し、高分子科学の発獲得られるポリエチすることによって、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白質は生体の研究を奨励し、高分子科学の発機

能物に匹敵または凌駕する高分解能解析を達成している。しかし、構質とな構造を有するポリマーの合成った。平成２９年度には以下の他方、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白質は変性など様々な機能性するとしばしば難で溶性など様々な機能性の研究を奨励し、高分子科学の発特徴が表れ、凝が表れ、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発凝

集する。平成２９年度には以下の蛋白質の研究を奨励し、高分子科学の発凝集物に匹敵または凌駕する高分解能解析を達成している。しかし、構の研究を奨励し、高分子科学の発中で聴講することができる。も公開しており、参加費無料で聴講することができる。アミロイド線維は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発アルツハイマー病をはじを奨励し、高分子科学の発はじ

めとする様々はこれまで、リビングカチオン重合により刺激応答性など様々な機能性な構造を有するポリマーの合成病をはじ気に関する研究、高分子の基礎並びわる。平成２９年度には以下のアミロイド線維は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発変性など様々な機能性蛋白質の研究を奨励し、高分子科学の発引き起こす結き起こす結

晶性など様々な機能性の研究を奨励し、高分子科学の発凝集で聴講することができる。はな構造を有するポリマーの合成いかと考えら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れる。平成２９年度には以下の本研究で聴講することができる。は、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発物に匹敵または凌駕する高分解能解析を達成している。しかし、構理化学の研究を奨励し、高分子科学の発的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びな構造を有するポリマーの合成視点から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ア

ミロイド線維の研究を奨励し、高分子科学の発形成機構を奨励し、高分子科学の発明ら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。かにする。平成２９年度には以下の

【計画している。】前年度には以下のに引き起こす結き続き、蛋白質のフォールディングとミスフォールディンき、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発蛋白質の研究を奨励し、高分子科学の発フォールディンをする。グとミスフォールディンをする。

グ反応を奨励し、高分子科学の発、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発物に匹敵または凌駕する高分解能解析を達成している。しかし、構理化学の研究を奨励し、高分子科学の発的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び手法を奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のいて研究する。平成２９年度には以下の透析アミロイドーシスの研究を奨励し、高分子科学の発原因とと

な構造を有するポリマーの合成るβ２ミクログロブリンをする。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発アルツハイマー病をはじに関する研究、高分子の基礎並びわるアミロイドβペプ代表者）チ

ド、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発パーキンをする。ソンをする。病をはじに関する研究、高分子の基礎並びわるαシヌクレインをする。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発モデル蛋白質としてニワト長や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリリ卵



白リゾチーム重合、な構造を有するポリマーの合成ど様々な機能性を奨励し、高分子科学の発材料で聴講することができる。として、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発アミロイド線維や枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリ不定形凝集を奨励し、高分子科学の発区別して、そして、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発そ

れら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。の研究を奨励し、高分子科学の発形成機構を奨励し、高分子科学の発研究する。平成２９年度には以下のヘパリンをする。、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発ポリリンをする。酸グラフトポリを奨励し、高分子科学の発はじめとする凝集を奨励し、高分子科学の発促進める。

あるいは抑制する生体内因と子の研究を奨励し、高分子科学の発作用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下の機構を奨励し、高分子科学の発解析する。平成２９年度には以下の熱量計、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発蛍光顕微鏡、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発

NMR、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発超音波照射などを駆使して、原因蛋白質の溶解度や過飽和、相転移に焦な構造を有するポリマーの合成ど様々な機能性を奨励し、高分子科学の発駆使して、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発原因と蛋白質の研究を奨励し、高分子科学の発溶解度には以下のや枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリ過する際に生じる固定子と回転子の相互作用により回転する飽和、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発相転移に焦

点を奨励し、高分子科学の発当てて、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発変性など様々な機能性蛋白質の研究を奨励し、高分子科学の発凝集反応の研究を奨励し、高分子科学の発解明を奨励し、高分子科学の発目指している。また、高分子性を利用したす。平成２９年度には以下の

（１１）金属置いて研究を進める。換型でかつ高い立体規則性の電子伝達蛋白質を奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のいた構造を有するポリマーの合成・機能解析

（阪大蛋白研）栗栖源嗣、高分子科学の研究を奨励し、高分子科学の発田中秀明

【目的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並び】葉緑体中の研究を奨励し、高分子科学の発レドックス代謝反応の研究を奨励し、高分子科学の発多くは，電子伝達タンパク質フェレくは，電子伝達タンをする。パク質フェレ

ドキシンをする。（Fd）に依存し、その組成して駆動される．これまで聴講することができる。，Fdと依存し、その組成酵素の研究を奨励し、高分子科学の発電子伝達複

合による精密な構造を有するポリマーの合成体の研究を奨励し、高分子科学の発構造を有するポリマーの合成研究で聴講することができる。は，実験上の研究を奨励し、高分子科学の発制約から全て酸化型から最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。全くて酸グラフトポリ化型でかつ高い立体規則性の Fdと酸グラフトポリ化型でかつ高い立体規則性の酵素の研究を奨励し、高分子科学の発非生理ペ

アを奨励し、高分子科学の発用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のいて研究が進める。めら最先端の研究を行っている高分子研究者を迎え、講演。れてきた．本研究で聴講することができる。は，酸グラフトポリ化型でかつ高い立体規則性のに固定された金属置いて研究を進める。換

蛋白質と還元型でかつ高い立体規則性の酵素による活性など様々な機能性複合による精密な構造を有するポリマーの合成体の研究を奨励し、高分子科学の発精密な構造を有するポリマーの合成構造を有するポリマーの合成解析を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２９年度には以下のう．

【計画している。】Fd-NADP+酸グラフトポリ化還元酵素（FNR）は FADを奨励し、高分子科学の発補欠分子属にも公開しており、参加費無料で聴講することができる。つ Fd依存し、その組成酵素

で聴講することができる。ある．植物に匹敵または凌駕する高分解能解析を達成している。しかし、構型でかつ高い立体規則性の Fdの研究を奨励し、高分子科学の発[2Fe-2S]クラスターを奨励し、高分子科学の発[2Ga-2S]に置いて研究を進める。換したガリウム重合、置いて研究を進める。換

Fd（GaFd）を奨励し、高分子科学の発調べ、金属蛋白質活性部位製し，FNRred + GaFdoxiの研究を奨励し、高分子科学の発組み合による精密な構造を有するポリマーの合成わせ持つ配で聴講することができる。あれば，活性など様々な機能性複合による精密な構造を有するポリマーの合成体結

晶の研究を奨励し、高分子科学の発構造を有するポリマーの合成解析が可能とな構造を有するポリマーの合成る．セミキノンをする。型でかつ高い立体規則性の FNRや枝間隔の明確なポリ乳酸グラフトポリ完全く還元型でかつ高い立体規則性の FNRが酸グラフトポリ化型でかつ高い立体規則性の Fdを奨励し、高分子科学の発

ど様々な機能性の研究を奨励し、高分子科学の発ように認識に基づく機能性超分子材料・システムの創製するの研究を奨励し、高分子科学の発か化学の研究を奨励し、高分子科学の発的として、高分子科学に関する研究、高分子の基礎並びに正確なポリ乳酸グラフトポリな構造を有するポリマーの合成構造を有するポリマーの合成記述が期待される．が期待される．される．1Hを奨励し、高分子科学の発 2Hに置いて研究を進める。換

した結晶も公開しており、参加費無料で聴講することができる。作成し，X線と中性など様々な機能性子を奨励し、高分子科学の発併せ持つ配用に関する研究会の開催等の事業を行っている。平成２９年度には以下のしたハイブリッド構造を有するポリマーの合成解析を奨励し、高分子科学の発行っている。平成２９年度には以下のう．


